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１ 人民警察学院交通警察学部の課題の分析 

人民警察学院（PPA）の交通警察学部における課題について分析・整理するために、交通警察

学部の卒業生に対するアンケートと、交通警察学部の教師に対するアンケートを実施した。ここ

では、アンケート結果について紹介するとともに、これを基に分析・整理した人民警察学院交通

警察学部の課題について言及する。 

 
１‐１ 交通警察学部の卒業生に対するアンケートとその結果 

人民警察学院（PPA）の交通警察学部の卒業生に対するアンケートでは、氏名、卒業年次、現

在の地位と役割、実務の経験年数と現在の任務、勤務場所などの卒業生の属性のほかに、以下の

事項について質問した。 
① 交通警察活動に資するために、PPA のどの分野あるいはどの内容を改善すべきと思うか、改

善すべき分野あるいは教科と、現状で不十分と思われる点と、改善のためのアドバイス 
② 現状及び将来のベトナムの交通問題に対応するために、交通警察に必要と思われる新しい教

科もしくはコースと、必要と思われる新規分野あるいは教科とその目的と対象グループ等 
③ 実務経験を通じて、PPA の教育や研修方法を改善するための提案はあるか、具体的な提案 

④ 職務（現在および過去の）に最も有用な PPA の教科とコースは何か 

⑤ 職務にほとんど役立たない PPA の教科とコースは何か 

⑥ その他に、交通警察の人材育成の改善に関連した意見 

以下では、交通警察学部の卒業生を対象としたアンケート結果について紹介する。 

 

１－１－１ 回答者の属性 

人民警察学院（PPA）の卒業生に対するアンケートの回答者は合計で 33 名であった。それを

PPA の卒業年次別に示すと図 1.1 のようになる。 

図 5.1.1 のように、回答者の卒業年は 1986 年から 2009 年まで幅広く分布しているが、この

中で 1987 年から 1998 年までの回答者はゼロとなっている。その理由は、1985 年の公安省の決

定（decision）により、PPA の大学課程での交通警察教育が廃止され、それ以降 1996 年に公安

省の新たな決定（decision）が出され大学課程での交通警察教育が再開されるまでは、PPA での

大学課程の交通警察学部の卒業生がいなかったためである。 

1985 年に PPA の大学課程での交通警察教育が廃止された理由については、当時の交通渋滞や

交通事故などの交通事案が他の警察事案に比して深刻ではなく、従って、交通警察官の教養レ

ベルを大学で教育するほど高める必要がなかったからではないか、とする見解もある。 

なお、回答者数がゼロの 1987 年から 1998 年の間を除くと、卒業年別の平均回答者数は、約

2.75 人／年となっている。 
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図 1.2 は、アンケート回答者数を年齢別に示したものである。図のように、年齢は、24 歳か

ら 51 歳まで幅広く分布しているが、35 歳以上 50 歳未満が少なくなっている。この分布にも、

上述した PPAの大学課程での交通警察教育の有無が反映しているものと考えられる。ちなみに、

回答者の平均年齢は、31.5 歳となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.3 は、アンケート回答者を経験年数別に示したものである。図のように、経験年数は、1

年から 28 年まで幅広く分布しているが、10 年以上 20 年前半までが極端に少なくなっており、

この分布にも、上述した PPA の大学課程での交通警察教育の有無が反映しているものと考えら

れる。ちなみに、回答者の平均経験年数は、7.7 年となっている。 

表 1.1 は、アンケート回答者の経験年数と勤務場所・現在の任務・役職との関係をみたもの

である。同表の勤務場所をみると、全ての回答者が交通警察に関係している部署に勤務してお

り、現在に任務は、1 名の未記入者を除くと、いずれも“交通警察”となっている。また、昇

進については、経験年数が 4 年以上で“役職”に就いていることがわかり、経験年数が 4 年以
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28 Quảng Trị省公安局　交通警察部 交通警察 部長

26 Hải Dương省公安局 交通警察 部長

26 Bắc Giang省公安局　交通警察部 交通警察 チームリーダー

24 Đồng Nai省公安局 交通警察 チームリーダー

20 Hà Nội市公安局　交通警察部　交通警察チーム1 交通警察 -

14 Hà Nội市 Từ Liêm区公安部　Từ Liêm交通警察チーム 交通警察 チーム副リーダー

9 Quảng Bình省公安局　交通警察部 交通警察 チームリーダー

8 ナン　ディン省公安局　交通警察チーム 交通警察 -

8 ハイフオン市公安局　交通警察部 交通警察 -

7 Lào Cai省公安局　交通警察部 交通警察 チームリーダー

7 Hà Nội市公安局　交通警察部総合チーム 交通警察 副リーダー

7 Quảng Trị省公安局　交通警察部 交通警察 チームリーダー

6 道路鉄道交通警察局 交通警察 -

6 Hà Nội市Từ Liêm区公安部　Từ Liêm交通警察チーム 交通警察 -

5 Hà Nội市 Từ Liêm区公安部　Từ Liêm交通警察チーム 交通警察 -

5 道路鉄道交通警察局 交通警察 -

5 カインフォア省公安局　交通警察部 交通警察 -

5 クンエン省バンザン県公安部　社会治安交通捜査チーム 交通警察 -

4 Bắc Ninh省公安局　交通警察部総合チーム 交通警察 チーム副リーダー

4 Quảng Ninh省公安部　交通警察部　車両登録・管理チーム 交通警察 副リーダー

4 Hà Nội市 Hai Bàｃ地区 Trưng区公安部　交通警察チーム 交通警察 -

4 ハノイ市ツーリアン地域公安局　交通警察チーム 交通警察 -

3 道路鉄道交通警察局 - -

2 Ninh Binh省 Gia Vien県公安部　交通警察チーム 交通警察 -

2 Thanh Hóa省公安局　交通警察部 交通警察 -

2 Nam Định省公安局　交通警察部 交通警察 -

2  Hà Nội市公安局　交通警察部、交通警察チーム１ 交通警察 -

2 Quảng Ninh省公安局　Hoàng Bồ 県　交通警察チーム 交通警察 -

2  Hà nội市公安部　交通警察部 交通警察 -

2 Hà Nội市 Đông Anh地域公安部　交通警察チーム 交通警察 -

2 Cao Bằng省公安局　交通警察部 交通警察 -

1 Hà Nội市 Từ Liêm地区公安部　Từ Liêm交通警察チーム 交通警察 -

1 Hà Nội市 Từ Liêm地域公安部　交通警察チーム 交通警察 -

注：表中の「-」は、未記入を意味する。

勤務場所 現在の任務経験年数 役職
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上でチームの副リーダー、7 年以上でチームリーダー、そして 26 年で部長となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

図 1.3 経験年数別アンケート回答者

表 1.1 経験年数と勤務場所・任務・役職の関係 
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有 無

全体 26 7

管理職 7 4

全体 18 15

管理職 6 5

全体 23 10

管理職 7 4

全体 10 23

管理職 3 8

全体 32 1

管理職 10 1

全体 27 6

管理職 8 3

全体 10 23

管理職 2 9

全体 9 24

管理職 4 7
1.6

その他に、交通警察の人材育成の改善に関連した意見がありましたら、ご
記入ください。　　　（回答の有無）

1.3

あなたの職務（現在および過去の）に最も有用なＰＰＡの教科とコースは何
のですか？　　（回答の有無）

1.4

1.5
あなたの職務にほとんど役立たないＰＰＡの教科とコースは何ですか？
（回答の有無）

1.1

新規分野あるいは教科

目的と対象グループ等

現状及び将来におけるベトナムの交通問
題に対応するために、交通警察に必要と
思う新しい教科もしくはコースはあります
か？

1.2

改善すべき分野あるいは教科

不十分な点とあなたのアドバイス

現在の交通警察活動に役立つようにする
ために、PPAのどの分野あるいは内容を

改善すべきだと思いますか?

あなたの実務経験を通じて、現状のＰＰＡの教育や研修方法を改善するた
めの提案はありますか？

設問

なお、アンケートの回答は、勤務年数や任務、特に、立場によって異なることが想定される

ため、アンケートの結果は、回答者全体で見るとともに、立場の違いを考慮した見方が必要で

ある。そこで、この観点から以下の分析では、必要に応じてアンケート結果を、次の２つに分

類した上で考察することとした。 
①全回答者（以下では、“全体”と表記する） 

②役職を有する者（表 1.1 中の“役職”欄に、“副リーダー”以上の役職が明記されている回

答者で、以下では、便宜上“管理職”と表記する） 

 
１－２ アンケート結果の概要 

表 1.2 は、全設問に対する有無の回答数を、“全体”と“管理職”の別に示したものである。な

お、ここで、“全体”の合計は 33 名で、“管理職”の合計は 11 名である。 

表 1.2 によると、先ず、“現状の PPA で扱っている対象分野や教科を改善すべき”という意見は、

“全体”で 8 割弱と多く、“管理職”でも 6 割強となっている。すなわち、現状の分野や教科を改

善すべきとする意見は、全体的に多いが、特に、管理職以外の、比較的に経験年数の少ない卒業

生に多いことが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1.2 各設問に対する回答結果の概要
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一方、“現状の PPA で扱っている対象分野や教科に対して、不十分と思われる点とあなたのア

ドバイス”欄に回答した割合は、“全体”と“管路職”ともほぼ同じで、いずれも 5 割強となって

いる。このことから、特に、管理職以外の卒業生については、現状を改善すべきとする意見を持

っているものの、具体的な改善案等の意見は、持ち合わせていないと解釈できる。つまり、管理

職以外の卒業生は、何となく、現状に対して改善すべきとしながらも、経験が少ないゆえに、具

体的な改善策を見出せないでいる、という構図が想定できる。 
次に、“現状及び将来におけるベトナムの交通問題に対応するために、交通警察に必要と思う新

しい教科もしくはコースはありますか？”の設問に対して、“新規分野あるいは教科”を記述した

のは、“全体”で、69.7%、“管理職”で 63.6%となっており、“目的と対象グループ等”を記述し

たのは、“全体”で、約 30.3%、“管理職”で 27.3%となっている。すなわち、“全体”と“管理職”

での大きな違いはなく、具体的な目的や対象グループ等についての記載はないものの、総じて、

新しい教科の必要性についての認識はあると言える。 
次に、“あなたの実務経験を通じて、現状の PPA の教育や研修方法を改善するための提案はあ

りますか？” の設問に対して、提案しなかったのは 1 名だけであり、提案した割合は、“全体”

で、97.0%、“管理職”で 90.9%となっている。すなわち、“全体”、“管理職”のいずれも現状を改

善すべきであるとする認識が高いと言える。 

“あなたの職務（現在および過去の）に最も有用な PPA の教科とコースは何ですか？” の設

問に対して、回答したのは、“全体”で、81.8%、“管理職”で 72.7%となっている。このことから、

総じて、現状における PPA の教科、コースの有用性は認められているものと言える。一方、現場

経験の豊富な“管理職”の割合が“全体”の割合よりも低くなっていることから、現場の職務へ

の対応という観点からは、現状の教科、コースに課題があるものとも言える。 

“あなたの職務にほとんど役立たない PPA の教科とコースは何ですか？” の設問に対して、

回答したのは、“全体”で、30.3%、“管理職”で 18.2%となっている。ここで、“全体”の 3 割に

対して、“管理職”では、2 割弱と低くなっているのは、現場経験の有無によるものと考えられる。

すなわち、“全体”には、現場経験が少ない者が含まれているために、真に現場への対応という観

点での評価ができないために生じている結果とも言える。 
最後に、“その他に、交通警察の人材育成の改善に関連した意見がありましたら、ご記入くださ

い。” の設問に対して、記入したのは、“全体”で、27.3%、“管理職”で 36.4%と、総じて、低い

割合になっている。しかし、ここで“管理職”の割合が“全体”の割合よりもやや高くなってい

ることから、“管理職”であるほど、人材育成という課題への対応の必要性を認識しているものと

考えられる。 

 

１－３ 交通警察活動に役立つように改善すべき PPA の分野あるいは内容に関して 

（１）改善すべき分野あるいは教材 

交通警察の活動に役立つように改善すべき分野あるいは教科として提案された意見の

うち、主なものを挙げると以下のとおりである。 
・ 交通法の教育広報（効果的な教育広報の枠組み、方法、内容の充実） 

・ 交通文化（警察官による道路利用者・違反者への対応態度、方法、言動等の方法） 

・ 交通規制、交通安全管理（カメラ等の関連機材の機能と操作） 

・ 交通パトロール、交通取り締まり（方法論の充実と警護を含めた実務訓練の充実） 
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・ 交通混雑解消、交通管理（方法論と実務訓練の充実） 

・ 交通事故調査（交通事故調査、関連する道路、橋の構造、標識、標示等の調査） 

・ 理論と実務実習との調和（全ての教科について） 

・ 安全運転技能（交通警察官として必要最小限の能力） 

すなわち、改善すべき分野あるいは教材として提案された内容は、交通警察活動に関連

する全ての分野に渡っており、教科内容の全面的な改定の必要性が示唆されているものと

言える。 

 
（２）不十分な点とアドバイス 

現状で不十分と考えられる点とそれを解決するためのアドバイスとして挙げられたも

ののうち、主なものを挙げると以下のとおりである。 

・ 交通警察学部の教師の能力を向上すべきである。 
・ 教科書と関連資料を定期的に更新し、対応した資器材、教育方法も更新すべきである。 

・ 理論と実習（警察官として必要な実務教育）を一体とした教育にすべきである。 
・ 実務資料や実務報告書等を参考にした教育とすべきである。 

・ 実務経験と知識が不足しているので、これを充実すべきである。 

・ 実習（実務教育）時間を大幅に増やすべきである。 

・ 各教科とも、在学中少なくとも 1 回は、現場視察もしくは実習を行うべきである。 

・ 新たな機材、設備、特に、実習用機材、施設が不足しているので整備すべきである。 

・ 交通法教育広報に関する実習の時間を増やすべきである。 

・ 警察官の能力として必要な機材操作の実習をすべきである。 

・ 現場図面の描き方、訴訟手続き等、交通事故への対応の仕方を教育すべきである。 

・ 自動車構造の教育（警護用車両の調整等も含む）を充実すべきである。 

ここで、交通警察学部の教師の能力の向上が挙げられていることが、特に着目すべき点

であり、PPA の卒業生の声として尊重すべきと考えられる。内容では、総じて、理論と実

務の調和した教育の必要性が指摘されており、そのためには、特に、実務の現状について

の定期的なモニタリングとそれに対応した教科書の修正もしくは改訂、必要な資器材、施

設の整備充実、実務教育の内容の修正もしくは改定、新設などが必要であるものと言える。 

 

１－４ 現状及び将来の交通問題に対応するために交通警察に必要な新たな教科もしくはコー

スに関して 

（１）新規分野あるいは教科 

現状及び将来の交通問題に対応するため交通警察に必要な新たな教科もしくはコース

に関して挙げられた意見のうち、主なものを挙げると以下のとおりである。 

・交通法の広報に関する教材の改訂もしくは作成と、広報の方法に関する教材と実習の

充実（例えば、道路利用者や歩行者の行動と責任、交通事故による損害、交通法違反

行為、違反行為の処理規定、交通事故目撃時の対応、バイクや車のスピードの出し過

ぎの問題等に関する広報に関する教材の作成と広報の方法など） 
・交通文化のための理論・実習教材（交通警察の道路利用者や違反者に対するコミュニ

ケーション・スキル；態度、言い方など） 
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・交通混雑対策のための理論・実習教材の充実（特に、交通混雑の原因に関する理論と

その対策に関する理論と実習が不十分。ビデオ等で交通混雑状況を見せながら、対策

等について議論させることなどは有用と思われる。） 

・運動会やお祭りなどの特別な催事に伴う交通混雑に対応した交通規制など、交通安全

管理に関する理論・実習教材の充実 

・交通安全管理に関する理論・実習教材として、近代的な機材（カメラ等を含む）の導

入 

・より実務的な交通パトロールと交通取締りの方法に関する理論教材とともに、実習の

ための機材と施設の整備充実 

・交通事故の詳細調査のための教材の整備 
・125 ㏄以上の二輪車の運転技能教育と専門車両の運転能力教育の充実 

すなわち、総じて、実務に役立つように現状の交通警察業務全般を概観したうえで、そ

の柱となる業務、実務に結びつく教科を中心として、理論とともに実務との調和を考慮し

た教材とカリキュラムの定期的な検討、作成もしくは改定の重要性が挙げていると言える。 
 

（２）目的と対象グループ等 

現状及び将来の交通問題に対応するため交通警察に必要な新たな教科もしくはコース

の、目的と対象グループとして挙げられた主なものを挙げると、以下のとおりである。 

・交通警察チームのリーダーと副リーダーを対象とした、交通混雑への対応に関する教

育 

・交通警察チームのリーダーと副リーダーを対象とした、交通安全管理方法に関する教

育 

・交通警察全体を対象とした、橋・道路等の構造と事故原因との関係に関する教育 

・交通警察全体を対象とした、道路工事等の技術基準に関する教育 

・交通警察全体を対象とした、交通文化に関する教育 

・交通警察全体を対象とした、交通取り締まりとパトロールに関する教育 
・交通規制担当警察官を対象とした、運転能力に関する教育 

すなわち、総じて、交通警察業務全般にわたる分野に対応する教科について、主として、

実際の担当者を対象とした定期的な教育もしくは再教育の必要性が挙げていると言える。 

 
１－５ 実務経験を通じた PPA の教育や研修方法に対する改善提案に関して 

実務経験を通じて、現在の PPA の教育や研修方法を改善するための提案として挙げられたも

ののうち、主なものを挙げると以下のとおりである。 

・現実に対応した内容、情報を基にして、教科の内容や教育方法を定期的に更新すべきであ

り、これに対応した実習等を行うべきである。 

・特に、交通法、諸基準等に対応した広報内容の更新は重要である。 
・総じて、実習時間を増やし、学生が機材、車両、施設等を実務で十分に使いこなせるよう

に実習・訓練する機会を大幅に増やすことが必要である。 
・交通取り締まりや交通パトロール等についても同様に実習時間を増やし、スピードガン、

重量計、飲酒検知器、監視用カメラ、夜間用ビデオカメラ、排ガス測定器、騒音測定器、
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タイヤ空気圧測定器などの機材を実務で十分に使いこなせるように実習・訓練する必要が

ある。 
・交通事故調査等の実務についても同様に、実習時間を増やして、実務能力を向上させるた

めの実習・訓練を充実させる必要がある。 
・また、交通事故調査、事故処理等を始め全ての分野で、実際の事案を用いて教育すること

が大切である。そのためには、実務の専門家を招聘した教育をさらに充実させることも重

要である。 

・行政違反処理ソフト、交通車両登録管理ソフト、交通事故現場描画ソフトなどのソフトを

用いた教育の充実とともに、教材やカリキュラムの定期的な更新・改善、さらには、教育

用機材と設備の充実も必要である。 
以上を総じて、交通警察業務の全般にわたる分野の教育、研修について、実務で役立つよう

にという観点から内容や方法の修正、改定もしくは新たな作成の必要性が示唆されていると言

える。 

 

１－６ 現在および過去の職務に最も有用な PPA の教科とコースに関して 

現在および過去の職務に最も有用な教科とコースとして挙げられたもののうち、主なものを

挙げると以下のとおりである。 

・道路交通法、交通法広報 

・交通安全管理と交通規制 

・交通取り締まり、交通パトロール、交通違反処理 

・交通事故調査、捜査、行政違反処理 

・車両登録管理、交通安全技術、運転技能 

・専門学科、刑事技術学科（痕跡、現場調査など） 

・水路交通取り締まり、水路交通事故調査（水路の交通事故調査は難しいが、基準などがあ

り有用） 

以上のように、交通警察業務の全般にわたる分野の教科のみならず、他の専門学科の教科や

コースも有用であるとして挙げられている。このことから、現状における交通警察学部の教育

が現在および過去の職務に有用であることが示唆されているものと言える。 

 

１－７ 職務にほとんど役立たない PPA の教科とコースに関して 

前述のように職務にほとんど役立たないＰＰＡの教科とコースを挙げた卒業生の割合は、全

体で 30.3％、管理職で 18.2％と総じて少ないが、ほとんど役立たないとして挙げられたものの

うち、主なものを挙げると以下のとおりである。 

・交通安全技術（交通工学） 

・警護、交通規制 

・車両登録管理 
・政治学科、法律学科、コンピュター、外国語 

しかし、ここに挙げられた教科が、真に、交通警察の職務にほとんど役立たないと言えるか

どうかについては、疑わしいものと考えられる。すなわち、役立つかどうかの議論の前に、こ

れらの教科の教材や教育方法の実態を詳しく調査し分析することが重要であろう。“分かりにく
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い”ことを理由に役立たないとする意見になっている可能性もあるためである。 

 
１－８ その他、交通警察の人材育成の改善に関連した意見に関して 

その他、交通警察の人材育成の改善に関連した意見として挙げられたもののうち、主なもの

を挙げると以下のとおりである。 

・教師の能力向上に焦点を当て、実務能力を向上させるため、教師の現場視察、現場への人

事異動等による一定期間の派遣等を充実する。 

・能力ある教師の教科を対象に、所要機材、施設の整備と、最新技術の導入に力を入れる。 
・交通警察全体の能力向上をねらいとした新たなプロジェクトを計画・推進するとともに、

必要な機材や施設を整備する。 
・教材の修正・改定、機材施設の整備、教育方法・手順の見直し改定等、教育に必要な資器

材の内容と方法等についての管理を適切に行う。 
・先進国の例を学ぶために、新しい交通システムを確立している国への協力を依頼する。 

これらは、いずれも重要な視点であり、今後のプロジェクトの推進のために有用な意見であ

るものと考えられる。 
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２ 交通警察学部の教師に対するアンケートとその結果 

人民警察学院（PPA）の交通警察学部の教師に対するアンケートでは、質問紙とヒヤリングで、

氏名、担当教科のほか、年齢、卒業大学、卒業年、教師昇任年、専門分野などの教師の属性のほ

かに、以下の事項について質問した。 
① これまでに、教科の改善、改訂に関わってきたことがあるか否か、関わってきた場合には、

どのように関わってきたか、その内容と、改善、改訂で最も難しかった点 
② 教師として自身の知識や教育スキルを改善すべきと思うか、思うならば、どのような知識や

スキルが足りないと思うか 
③ 交通警察が対応すべき分野であるが、これまでに対応できていない分野はあるか 

④ 実習をどのように実施しているか、テーマ名、実習の目標と目的、使用施設／使用機材、期

間あるいは時間、１コース当たりの生徒数等、具体的な例で回答 

⑤ 効果的な実習を行うのに不足しているものは何か 
⑥ 学生に必要とされる知識であるが不十分な対応のものはあるか、あれば、その分野と課題 

⑦ 現状の教科書や教育方法に関する問題はあるか、あれば、テキスト、方法、マニュアル、補

助資料の別に回答 

⑧ 機材で不足しているものは何か 

⑨ 勤務時間内でプロジェクトのために割ける時間、（時間／日）あるいは（日／週）と（教科

名） 

以下では、交通警察学部の教師を対象としたアンケートの結果について紹介する。 

 

２－１ 交通警察学部の教師の属性 

人民警察学院（PPA）の交通警察学部の教師数は、現在 18 名である。平均年齢は、39.1 歳で、

各教師の年齢を若い順に示すと図 2.1 のとおりとなる。図のように、年齢層別では 20 代が 7 名で

最も多く、次いで、40 代と 50 代のそれぞれ 5 名、30 代の 1 名の順となっている。 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
図 2.1 教師陣の年齢分布 
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PPA への採用時の学歴別では、PPA を含む大学卒は 18 名中の 14 名と多く、残りの 4 名は採用

後に PPA を卒業している。採用時の大学別では、PPA 卒が圧倒的に多く、14 名中の 12 名を占め、

残り 2 名は交通運輸大学卒となっている。なお、交通運輸大学の卒業生を採用しているのは、“交

通工学”を専門とする教師の必要性からとのことである。 
採用後に PPA を卒業した 4 名は、いずれも運転教習の担当教師であり、一般の運転教習所の指

導員から教師になったり、職業運転手から教師になったりしており、教師になった背景が他の教

師の場合と大きく異なっている。 

また、PPA の教師に関して、特徴的な点は、教師をしながら大学院に通っている者が多いとい

う点である。現在、大学院の修士課程に在籍している教師は 7 名で、大学院の博士課程に在籍し

ている教師の 2 名と合わせて、教師 18 名中の半数に当たる 9 名は、大学院生の立場で勉学も兼ね

ている。このように大学院生を兼ねている教師が多い現状は、この 1、2 年間、特に顕著とのこと

であり、新たに始まる PPA の卒業要件と大きく関係しているとのことである。すなわち、2012
年以降の PPA の卒業要件に、交通法履修、英語（C レベル以上）、パソコン操作、運転免許取得、

運動資格（柔道、空手等）の 5 点が追加されることになっているために、その前に卒業を目指す

学生が多いため、とのことである。 

図 2.2 は、図 2.1 の年齢分布に、上述した教師属性の特徴点を付加して示したものである。こ

のような実態から、教師といっても、それぞれ立場が異なることが想定されるために、アンケー

トの結果は、教師全体で見るとともに、立場の違いを考慮した見方が必要であるものと考えられ

る。そこで、この点を踏まえて、以下の分析では、必要に応じてアンケートデータを、次の２つ

に分類した上で考察することとする。 

① 全教師（以下では、“全体”と表記する） 

② 年齢 30 歳以下の大学院兼務者と運転教習担当を除く教師（以下では、“幹部”と表記する） 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

図 2.2 教師陣の属性別年齢分布 
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yes no

全体 10 6

幹部 6 0

全体 15 1

幹部 6 0

全体 12 4

幹部 4 2

全体 15 1

幹部 6 0

全体 16 0

幹部 6 0

全体 12 4

幹部 4 2

全体 16 0

幹部 6 0

全体 14 2

幹部 6 0

5.1           教科の改善に関わってきたことがありますか？

5.2           教師として自身の知識や教育スキルを改善すべきと思いますか？

5.3           交通警察が対応すべき分野であるが対応できていない分野はありますか？

5.4           実習をどのように実施しているか(具体的な例はありますか？)

5.5     効果的な実習を行うのに不足しているものはありますか？

5.6           学生に必要とされる知識で不十分な対応なものはありますか？

5.7           現状の教科書や教育方法に関する問題はありますか？

5.8           機材で不足しているものは何か？

２－２ アンケート結果の概要 

交通警察学部の教師数は、18 名であるが、今回のアンケートに回答したのは、職務の都合で回

答できなかった 2 名を除く、16 名であった。なお、回答できなかった２名は、いずれも 30 歳未

満の大学院兼務者であった。従って、上述のように分類した“全体”に該当するのは 16 名で、“幹

部”に該当するのは 6 名である。 

表 2.1 は、全設問に対する”yes”、”no“の回答数を、全回答者と幹部回答者の別に示したもので

ある。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
表 5.2.1 によると、教科の改善に関わってきたことのある教師の割合は、“全体”では 6 割強で

あるが、“幹部”では全員となっており、教科の改善の業務は、“幹部”が中心となって行ってい

る様子が伺える。 

教師としての自身の知識や教育スキルを改善すべきであるとした回答者は 1 名を除いた全員

（幹部では全員）であり、教師自身に自身のスキルアップを図ろうとする意志の存在が伺える。

参考までに、改善すべきとしなかった教師 1 名は、運転教習担当である。 

一方、交通警察が対応すべき分野であるが対応できていない分野の有無についての回答結果を

見ると、“ある”としたのは“全体”で 75％、“幹部”で 67％であり、対応の必要性に対する認識

は大きいと言える。ただし、ここで、“全体”の方が“幹部”よりも高くなっている点が注目され、

これは、“全体”に属する若い教師の新たな分野に対する勉学心の強さが反映された結果としてみ

ることもできる。すなわち、このことは PPA の将来性が期待できるものであることを示している

ものとも言える。 
実習をどのように実施しているか、具体的な例を記載したのは、1 名を除いた全員（幹部では

全員）である。参考までに、記載しなかった教師 1 名は、運転教習担当である。このことから、

表 2.1 各設問に対する”yes”、”no“の回答結
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いずれの教師も実習をしている、すなわち、いずれの講座、教科でも実習が取り入れられている

ことが分かる。 
次に、効果的な実習を行うのに不足しているものが有るか否かについての回答結果をみると、

全員が“有り”と回答している。このことは、実習は取り入れられているものの、その内容が不

十分であることを示しているものと考えることができる。 

“学生に必要とされる知識で不十分な対応しかされていないものはあるか？”の回答結果をみ

ると、“ある”としたのは“全体”で 75％、“幹部”で 67％であり、いずれも対応の必要性を認識

しているものと言える。ただし、ここで、“全体”の方が“幹部”よりも高くなっている点が注目

され、これは、“全体”に属する若い教師の見方が“幹部”のそれよりも鋭いということが反映さ

れた結果として見ることもできる。すなわち、このことからも PPA の将来性が期待できるものと

考えられる。 

“現状の教科書や教育方法に関する問題はありますか？”の回答結果をみると、全員が“有り”

と回答している。このことは、現状における教科書の改訂もしくは新規作成と、それに対応した

新たな教育方法が必要であることを示唆しているものと考えることができる。 
最後に、“機材で不足しているものは何か？”の問いに対して、“無し”としたのは 2 名だけで

あり、機材整備の必要性に対する認識も高いものと考えられる。ちなみに、“無し”と回答したの

は、この 1～2 年間に PPA に入った若い教師で、教師としての経験が少ないために、教材の不備

に気が付いていないだけ、との見方もできる。 

 

２－３ 教科の改善への関わり方に関して 

これまでに、教科の改善、改訂にどのように関わってきたか、その内容と、改善、改訂で最も

難しかった点に対する回答結果のうち、主なものを挙げると以下のとおりである。 

・発効された新しい法令、交通警察執務向け文章内容に基づいて追加・修正した。 

・警察官の配置計画等の経験に基づいて修正した。 

・新たな理論の導入、実務データ等に基づいて修正した。 

・新たなカリキュラムの追加に伴い新たに作成した。（最近では、交通事故調査 2003 年版：調

査方法など） 

すなわち、交通法並びに関連する法令や規定もしくは基準等の改正に伴う改訂作業が中心であ

るが、全く新しい教科のための教科書等の資料作成も皆無ではないようである。 

 
２－４ 教師自身の知識、教育スキルの改善に関して 

“教師として自身の知識や教育スキルを改善すべきと思うか、思うならば、どのような知識や

スキルが足りないと思うか”に対する回答結果の主なものを挙げると以下のとおりである。 

・外国の例を多く学び、これを参考にした指導・教育ができるようにしたい。 

・実例を多く取り入れた指導・教育が出来るようになりたい。 

・道路、水路、鉄道などの知識と車両の知識を更新したい。 
・関連する実務能力の改善・向上を図りたい。例えば、道路を作る場合の設計の仕方、材料、

橋の設計等に関する実務活動については、警察に関係しないが、これらの設計に対する意見

等は、全ての関係者が提出することになっており、警察も関係者の一人である。従って、警

察としても、これらの技術的なことについて理解するとともに、意見を言えるように準備し
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ておく必要がある。（参考規定：道路交通法第 85 条 3 項、交通安全確保のための作業実施） 

・実務経験を積み、交通警察用の機材（例えば、パトカー、スピードガン、飲酒検知器、重量

計等）の使用能力を向上させたい。 

・例えば、交差点における交通整理に関連して、信号機のサイクル長、車線分離の仕方等に関

する実務能力を養いたい。 

・学生とのコミュニケーション能力を養いたい。 
・違反者の追跡、犯罪者の追跡などの場合に対応した運転スキルを養いたい。 

・機材使用能力、交通警察の実務活動状況の記録・処理、活動計画の企画能力などに対する効

果的な教育方法を学びたい。 

すなわち、総じて、新たな知識の獲得に対する願望が強く、特に、実務能力の向上を意図した

指導教育内容とそのためのスキルを向上させたいとする願望が強いものと言える。 

 
２－５ 交通警察が対応すべき分野に関して 

“交通警察が対応すべき分野であるが,これまで対応できていない分野はあるか”に対する回答

結果の主なものを挙げると以下のとおりである。 

・交通文化（違反者と通常者との態度の違いの背景など） 

・コミュニケーション・スキル（道路利用者への対応の仕方） 

・交通法の広報 

・安全運転能力 

・交通違反に対する罰則の現状に関する知識 

・違反の取締り 

・パトロールによる車両の追跡と停止のための戦略 

・違反者と犯罪者を追跡するための（白バイ、パトカー等）の運転能力 

・交通事故処理、交通事故分析 

・交通対策の企画立案 

・飲酒検知器、スピードガン、重量計などの取り扱い方 
・道路工事中等における交通安全の確保 

すなわち、交通警察業務の全般にわたる事項であることから、交通警察学部における現状の全

教科とともに新たな教科を含めたうえで、交通警察業務への対応の観点からの見直しが必要性で

あるものと言える。 
 

２－６ 現に行っている実習の具体的な例に関して 

“実習をどのように実施しているか、その具体的な例”に対する回答結果の主なものを挙げる

と以下のとおりである。 

・交通パトロールの戦略と方法（道路を走行している車やバイクを見て、不審な車を如何に停

車させるか、また、どのように検査するかについての実習で、PPA 内の広場で行う） 
・交通法に基づいた通行方法の指導等（警察官による交通整理や交通制御で、PPA 内の広場で

行う） 
・交通違反の行政的な罰則（裁判所での示談、交通警察での示談）の方法等 

・車両の技術安全状況の調査・判断等 
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・道路の交通パトロール実習 

・交通事故現場の捜査（処理済の交通事故の写真、報告書、現場捜査表等の資料を用いて PPA
内で行う） 

・交通混雑の予防と対策（PPA 内の広場で行う） 
上記のような回答結果から、現に実習が行われていることは事実であるが、実習と言っても、

ほとんどが PPA の構内で行われているものであり、従って、実務に直結し役立つ実習になってい

ないものと想定される。 

 
２－７ 効果的な実習を行うのに不足しているものに関して 

“効果的な実習を行うのに不足しているものは何か”に対する回答結果の主なものを挙げると

以下のとおりである。 

・交通警察実務に直結する実習の経験 
・飲酒検知器、スピードガン、重量計などの機材とその取り扱い方に関する実習 

・違反者と犯罪者を追跡するための白バイ、パトカー等とその運転能力実習 
・上記を指導する専門家 

・交通パトロールの方法を教示するためのビデオ等 

・実習用の車両と機材（技術基準：タイヤの空気圧、ハンドルの遊び、電動システム、ブレー

キ、技術仕様など：の調査判断機材） 

・交通事故調査用機材（カメラ、交通事故衝突シミュレータ、機材入れ） 

・交通事故情報を集計処理管理するための機材 

・交通制御パソコン用の模擬ソフト 

・交通警察活動用機材（模擬交差点、信号機、交通警察官用制服など） 

すなわち、現状では、上記のような機材が無い、もしくは不十分のまま実習が行われているこ

とになる。実習項目とその内容等についてさらに詳細に調査し、項目と内容の再検討等とともに、

教材の補充もしくは新たな教材、あるいは施設整備の検討が必要であろう。 

 
２－８ 学生に必要とされる知識で不十分な対応しかされていないものに関して 

“学生に必要とされる知識であるが不十分な対応のものはあるか、あれば、その分野と課題”

に対する回答結果の主なものを挙げると以下のとおりである。 

・交通の基礎科目が不十分 
・技術的な知識が不十分 

・施設・機材の使用方法の教育が不十分 

これらのことから、現状には無い新たな交通に関する基礎科目の追加についての検討と、各科

目についての技術的な知識の妥当性に関するチェックと見直し、さらには、関連する施設・機材

の使用方法に関する教材、教育についての再検討が必要であるものと考えられる。 

 
２－９ 現状の教科書や教育方法の問題に関して 

“現状の教科書や教育方法に関する問題はあるか”に対する回答結果の主なものを挙げると以

下のとおりである。 

・教科書は、定期的に更新もしくは改定すべき 
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・新しい教科を追加すべき 

・実験を中心にした教育として、実験の時間を増やすべき 
・また、討論の時間も増やすべき（例えば、交通事故の講義の後で、学生同士による事故原因

に関する議論や討論会等） 
これらのほかに、教育マニュアルの作成の必要性、補足参考資料の必要性についての意見が出

されている。 
 

２－10 機材で不足しているものに関して 

“機材で不足しているものは何か？”に対する回答結果の主なものを挙げると以下のとおりで

ある。 
・スピードガン、飲酒検知器、重量計等の交通取締り用の機材 

・交通パトロールに関する機材（パトカー、白バイ、行政違反処理文書等） 
・交差点での交通指導などを教える場合の交差点模擬ソフト 

・交通模擬装置（パソコン等による交差点の交通事故、交通混雑状況、信号、標識等を模擬す

る装置） 

・交通警察活動用設備機材（模擬交差点、信号機、交通警察官用制服など） 

・シミュレータ用ソフト（例えば、交通法の教育では、交通標識の意味と役割等に関する教育

用のデータベースとそのソフト） 

・交通事故衝突シミュレータ 

・交通事故情報を集計処理管理するための機材 

・交通事故・交通違反車両および運転者などのデータ管理ソフト 

・実習用の車両と機材（タイヤの空気圧、ハンドルの遊び、エンジン馬力、ブレーキ能力等の

技術仕様・基準をチェックするための機材） 

・その他の設備（例えば、交通模擬装置、実習場所等） 

これらの機材は、いずれも実務教育用の機材であるが、その必要目的等について必ずしも正し

く把握できているわけではない。しかし、これらの必要性が挙げられている以上は、精査した上

で、必要なものの整備について検討すべきであると言える。 

 

２－11 プロジェクトのために割ける時間に関して 

“勤務時間内で、プロジェクトのために割ける時間”に対する回答結果をまとめると以下のと

おりである。 

・上司の命令次第 

・教育スケジュール次第 

・プロジェクトの内容次第 

上記のことから、積極的にプロジェクトに参画できるか否かは、総じて、上司の理解が得られ

るか否かに依存しているものと言え、従って、所定の手続きを経てプロジェクトを開始すること

で、特別に問題は無さそうである。 
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３ 交通警察学部の課題に関する分析 

前項までに、人民警察学院（PPA）の交通警察学部の卒業生に対するアンケートと、交通警察

学部の教師に対するアンケートの実施状況とともに、その結果について概説した。 

ここでは、これらの結果に基づいて、人民警察学院(PPA)の交通警察学部における課題について

分析・整理する。 

 
３－１ 交通警察の実務者から見た課題に関する分析 

図 3.1 は、交通警察学部の卒業生に対するアンケート結果を総括したものであるが、同図によ

り、卒業生（実務担当者）から見た課題の検討に資する材料として、以下の点が挙げられる。 

 現在の対象分野や教科を改善すべきという意見は、全体で８割近くに達しており、特に、現

場経験が少ない卒業生に多いことが注目される。しかし、具体的に改善すべき点を挙げた卒

業生は、5 割強に留まっていることから、特に、現場経験が少ない卒業生は、改善すべきと

しながらも具体的な改善策を見出せないでいるようである。 

 現状及び将来におけるベトナムの交通問題に対応するために必要な新たな教科もしくはコ

ースがあるとしたのは、全体の 6 割強である。具体的な目的や対象グループ等を特定してい

るものは約 3 割と少ないものの、総じて、新しい教科もしくはコースの必要性が認識されて

いるものと捉えることができる。 

 実務経験を通じた教育や研修方法の改善に関する提案は、1 名を除いて全員から出されてい

ることから、実務への対応という観点からの改善提案はほぼ全員が持っているものと言える。 

 現在及び過去の職務に有用な教科やコースが有るとしたのは、7 割から 8 割であり、総じて、

現状の教科やコースの職務での有用性は認められているものと言える。但し、経験が豊富な 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善すべき分野あるいは
教科がある

新たに必要な分野あるい
は教科がある

実務経験を通じた改善の
ための提案がある

職務に有用な教科、コー
スがある

職務に役立たない教科、
コースがある

人材育成の改善に関連
した意見がある

0 20 40 60 80 100

全体

管理職

全体

管理職

全体

管理職

全体

管理職

全体

管理職
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管理職

yesの割合（％）

図 3.1 卒業生へのアンケート結果の総括（実務者から見た課



 

－110－ 

改善・修正すべき項目、内容
は無いか（短期的、長期的）

実務に必要

な教科か

実務に役立

つ教科か

新たな環境＊に

対応した教科か

改善・修正すべき項目、内容
は無いか（短期的、長期的）

＊)新たな環境
：新たな政策、法令、・・・

者ほど有用とする割合が低くなっていることから、職務への対応という観点からの見直しが

必要であることも示しているものと言える。 
 職務にほとんど役立たない教科とコースが有るとしたのは、全体で 3 割、管理職で 2 割弱と

なっている。このことから、少ない割合であるが、総じて、実務への適用性の観点からの教

科、コースの見直しの必要性が示唆されているものと言える。 

 交通警察の人材育成の改善に関連した意見を出した割合は、全体で 3 割弱と少ないが、管理

職であるほど意見を出した割合が高いことから、人材育成という観点からの課題への対応に

は、現場、特に管理職からの意見を聞くことが大切であるものと考えられる。 
以上をまとめると、交通警察の実務者から見た課題は、以下の３点に集約される。なお、これ

ら３点間についての短期的及び長期的な“改善・修正すべき項目、内容は無いか”についての日

常的なモニタリングが必要である。図 5.3.2 は、このモニタリングのイメージを示したものであ

る。 
 実務に必要な教科あるいはコースか（長期的、短期的） 

 実務に役立つ教科あるいはコースか（長期的、短期的） 

 新たな環境（政策、法令・・・・）に対応しているか（教科あるいはコース） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、図 3.2 は、同時に、人民警察学院の新たなプロジェクトの１つの方向性を示しているも

のとして見ることが出来る。すなわち、新たなプロジェクトでは、図のような枠組みに対応した

実施計画の策定が必要不可欠となる。 

 

３－２ 交通警察学部の教師から見た課題に関する分析 

図 3.3 は、交通警察学部の教師に対するアンケート結果を総括したものであるが、同図より、

教師から見た課題を検討するための材料として、以下の点が挙げられる。 

 

図 3.2 交通実務者から見た課題と短期的及び長期的に必要なモニタリングの
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応が不十分なものはあるか
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実習の具体例はあるか

 教科の改善に関わってきたことのある教師の割合は、全体で 6 割強であるが、幹部では全員

となっており、教科の改善は幹部教師が中心で行っていることが分かる。ただし、改善の内

容や程度、改善頻度等が十分か否かについては、さらに調べる必要がある。 

 教師としての自身の知識や教育スキルを改善すべきであるとした回答者は、ほぼ全員であり、

教師自身にスキルアップを図ろうとする意志の存在が伺える。ただし、その内容については、

さらに調べる必要がある。 
 交通警察が対応すべき分野であるが対応できていない分野の有無について、有りとしたのは、

全体が 75％、幹部で 67％と、若い教師を含む全体の方が高くなっている。若い教師の鋭い評

価が反映した結果であるならば、PPA の将来性が期待できるものと考えられる。しかし、こ

れについても、さらに詳細に調査して確認する必要がある。 
 実習の具体例については、ほぼ全員が回答しているが、一方、全員が効果的な実習が不足し

ているとしている。これについても、その内容と理由について調査する必要がある。 
 学生に必要とされる知識であるが、対応が不十分であるとした割合は、全体で 75％、幹部で

67％となっており、若い教師の方が鋭い見方をしているものとも考えられる。しかし、これ

についても、さらに調査が必要であろう。 

 現状の教科書や教育方法に関する問題については、全員が有りと回答している。ただし、そ

の内容については、さらに調査する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 総じて、機材が不足しているとしているが、これについても、その内容についての調査が必

要であろう。 
以上をまとめると、交通警察学部の教師から見た課題は、以下の３点に集約される。図 5.3.4

は、これを相互に関係付けて示したものである。 
 実務に必要な教科（あるいは実務に役立つ教科、あるいは新たな環境に対応した教科）、ある

いはコースか否かを判別するための視点（スキル）を有するか 

図 3.3 教師へのアンケート結果の総括（教師から見た課題） 
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実務に役立つ教科

新たな環境に対応し
た教科か

実務に必要な教科

実務フィールド

教科あるいはコースの改
善のための視点(スキル）

対応した教育スキル

体験学習
実習・実験

現場勤務

 実務状況と教育内容とのギャップを補完すべく教科あるいはコースの改善を行い得る能力を

有するか？ 
 実務状況に対応した実習･実験、あるいは体験学習、もしきは現場勤務に必要な教育スキルを

有するか？ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

なお、図 3.4 は、同時に、人民警察学院の新たなプロジェクトの 1 つの方向性を示しているも

のと見ることが出来る。すなわち、新たなプロジェクトでは、図のような教師から見た課題の相

互関係を考慮したうえでの実施計画の策定が必要不可欠となる。 

 

 
 

 

 

 
 

図 3.4 教師から見た課題と相互の関係
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４ 交通警察学部の課題を踏まえたプロジェクトのあり方 

前項までに、人民警察学院(PPA)の交通警察学部の卒業生と教師に対するアンケート結果に基づ

いてそれぞれの観点からの課題について分析した。 

その結果によると、先ず、交通警察の実務者から見た課題として、実務に必要な教科か否か、

実務に役立つ教科か否か、あるいは、新たな環境（政策、法令等）に対応している教科か否か、

の３つの視点への対応が重要であり、これら３つの視点についての短期的及び長期的な改善・修

正に関する日常的なモニタリングが重要であることが示唆された。 

一方、交通警察学部の教師から見た課題として、実務に必要な教科か否かを判別するための視

点（スキル）、実務状況と教育内容とのギャップを補完すべく教科の改善を行い得る能力、実務状

況に対応した実習･実験等に必要な教育スキル、の３点の能力を具備していることが重要であるこ

とが示唆された。 

新たなプロジェクト、「ベトナム国交通警察官研修強化プロジェクト」は、これらの課題への対

応を前提として推進していくことが必要となるが、さらに、ここでは、具体的に対象とすべき分

野は何か、といったプロジェクトのあり方、進むべき方向について考察する。 
 

４－１ 交通警察学部の卒業生、教師の意見で挙げられた対応分野 

交通警察学部の卒業生と教師に対するアンケートで、改善すべき分野あるいは教材、新規に必

要な分野あるいは教科等として挙げられた主なものは、以下のとおりである。 

・交通法の教育広報（効果的な教育広報の枠組み、方法、内容の充実、道路利用者や歩行者の

行動と責任、交通事故による損害、交通法違反行為、違反行為の処理規定、交通事故目撃時

の対応、バイクや車のスピードの出し過ぎの問題等に関する広報など） 

・交通文化（警察官による道路利用者・違反者への対応態度、方法、言動等の方法） 

・交通規制、交通安全管理（カメラ等の関連機材の機能と操作） 

・交通混雑解消、交通管理（方法論と実務訓練の充実） 

・交通パトロール、交通取り締まり（方法論の充実と警護を含めた実務訓練の充実） 

・飲酒検知器、スピードガン、重量計などの機材とその取り扱い方に関する実習 
・安全運転技能（交通警察官として必要最小限の能力） 

・違反者と犯罪者を追跡するための白バイ、パトカー等とその運転能力実習 

・交通事故調査（交通事故調査、関連する道路、橋の構造、標識、標示等の調査） 

これらは、いずれも交通警察にとって重要かつ欠く事のできない分野であるが、新たなプロジ

ェクトでは、これらの全ての分野を対象として扱うことは極めて難しいことである。それは、交

通警察活動に関わる全ての分野を網羅する必要があるためである。 

これらのうちのどの分野を優先的に扱っていくべきかに関しては、残念ながら、今回のアンケ

ート結果だけでは結論が見出せない。そこで、現状のベトナムの交通社会における道路交通と交

通警察活動の実態を踏まえながら対応分野を検討する必要があるものと考えられる。 

 
４－２ 交通警察の社会的役割から見た対応分野 

ここでは、ベトナムにおける道路交通社会の実態と、交通警察活動の実態との関係を考察した

上で対応すべき分野を検討する。 

前節 4.1 で示したように、交通警察学部の卒業生と教師に対するアンケート結果として、改善
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あるいは新規に対応すべき分野等として、交通警察活動のほぼ全般にわたる分野が出されている。

交通法の教育広報、交通文化、交通規制、交通安全管理、交通混雑解消、交通管理、交通パトロ

ール、交通取り締まり、機材の取扱い実習、安全運転技能、白バイ・パトカーの運転能力実習、

交通事故調査と警察活動全般にわたる実に多岐の分野である。 
このような意見は、ベトナムの交通警察活動の実態を考察すると、容易に理解できることであ

る。すなわち、現状におけるベトナムの道路交通状況は交通事故の発生状況等の統計的な数字で

見ても明らかなように実に深刻な状況にあるが、さらに深刻なことは、“ほとんど秩序のない道路

交通の存在”である。そこで、様々な観点からの対策等が講じられているのが実情であるが、こ

れらが、体系的に整理され計画的に実施されていないために、ほとんど機能せず本来の効果が発

揮されていないのが実情である。言葉だけが先行した対策、道路交通の上辺だけを見た対策、問

題点のみに着目した対策、新しい機材にのみ着目した対策、・・・・・・・、実に様々な対策が乱

立しているといっても過言ではない状況である。 
こうした中で、最も重要と考えられる対策は、“秩序のある道路交通の実現”のための対策であ

る。“秩序のない道路交通”を如何にしたら“秩序のある道路交通”にできるかということが鍵で

あるが、こういった観点から重要な役割を担うのは、唯一“交通警察活動”である。 

既に実施してきているハノイ交通安全人材育成プロジェクト(TRAHUD)での体験を通じても、

明らかにされたことであるが、“適切な交通警察活動”の実施は、“秩序ある道路交通”の実現を

可能にするということである。 

そこで、問題となるのは、現状のベトナムにおける道路交通対策の中で、“交通警察活動”がど

のように位置づけられているか、である。換言すると、“交通警察の本来の役割”が社会にどの程

度浸透しているか、ということである。既にベトナム国交通安全マスタープランも策定され、ハ

ノイ市では交通安全 5 カ年計画も策定されつつある現状であるが、残念ながら、現状のベトナム

社会においては、“交通警察の本来の役割”が社会に浸透しているとは言えない状況にあるのが実

情である。 

その理由は様々であるが、最も重要な点は、現状の交通警察活動が必ずしも体系的かつ計画的

に実施されているとは言い難い状況にあるためである。そこで、必要となるのは、交通警察活動

を体系的かつ計画的に推進していくための人材の育成、すなわち、交通警察官の育成である。 

そのために、新たなプロジェクトでは、交通警察の本来の役割を社会に浸透させていくための

人材育成、そのための教育を第一優先として考えていくことが肝要である。“交通警察の本来の役

割”とは何か、これを如何に社会に浸透させていくか、という視点である。 
ところで、交通警察の対応分野は、主として、道路利用者を対象としたものであり、“交通取り

締まり”を中心として、“交通法・教育”、“交通管理”、“交通工学”、“交通規制・制御”、“交通パ

トロール”、“車両と運転者管理”、“交通事故調査・分析”、“犯罪対策”、“データ管理”、“運転管

理”、“違反者追跡”など実に多岐にわたっている。 

これらのうち、最も重要な“交通警察の役割”は、道路利用者の行動を制限あるいは誘導する

とともに、違反に対する罰則等の制裁を課すことによる、“危険な行動を抑止すること”、すなわ

ち、“交通行動の抑止力”である。 

従って、“交通行動の抑止力”を如何に効果的に高められるか、ということが、交通警察活動に

課せられた最も重要な命題であり、現状におけるベトナムの道路交通状況への対応のために最も

重要な視点と見ることもできる。すなわち、これが上手く機能することにより、“交通警察活動の
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交通行動の抑止力交通指導取締り

交通法（交通ルール）

交通広報･安全教育

交通指導・交通制御

道路利用者交通事故データ
の収集と分析

交通警察活動により

交通行動の抑止力を

高めるために必要な分野

交通指導取締り

交通法・広報

交通指導・交通制御

交通事故データ収集と分析

全般を通じた効果”が顕著になるものと期待ができるためである。 

そこで、最も重要となる分野は、“交通取締り”の分野であり、これを優先的に対象として取り

入れていくべきである。しかし、“交通取締り”の前提として、道路利用者への交通ルールの教育

を掌る“交通法・広報”の分野、及び道路利用者を秩序ある交通に誘導するための“交通規制、

交通制御”の分野も必要不可欠であり、これらも優先的に対象として取り扱うべき分野となる。

なお、今後の警察活動の体系的かつ計画的な実施という観点では、過去の交通警察活動の効果に

ついての評価が重要であり、そのための基本的なデータである交通事故データに関連して“交通

事故データの収集と分析”の分野も当初から必要な分野である。 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1 交通行動の抑止力を機能させるために対象とすべき
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1.  (PPA )

PPA

:
(1) :
(2) :
(3) :   
(4) :   

1.1 PPA
?

        
(1) _______________________ __________________________________  
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1.2

       
(1)______________________  _________________________________________  
(2)______________________         _________________________________________ 
   
1.3

a. :

b. (   ) 
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(1) ________________________________  
(2) ________________________________  
(3) ________________________________  

1.5
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1.6
_______________________________________________________________________________
_______________________________________________________________________________
_______________________________________________________________________________ 

Thank You for Your Cooperation  
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2. PPA

PPA

: _____________________________________ 
: ____________________________________  

( )

2.1
a. (   ) 
b. (   ) 

______________________________________________________________________ 
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b. (   ) 
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2.3
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b.  (   ) 

2.4 ( )
a. : _________________________  
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2.5
__________________________________________  

2.6
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